
抗体医薬の物性評価における課題と展望 

日本薬学会関東支部 第39回学術講演会 

 
[1] 趣旨説明     川上 亘作 （独）物質・材料研究機構  

                               （13:00～13:10） 
 
[2]「抗体医薬と物性評価：現状と今後」 
      津本 浩平 東京大学大学院工学系研究科 
                               （13:10～13:50） 
 
[3]「抗体医薬品さらなる発展への課題：規制の観点から」 
      石井 明子 国立医薬品食品衛生研究所  
                               （13:50～14:30） 

休憩（14:30～14:40） 

      
[4]「研究フェーズにおける抗体医薬の物性解析」 
      松岡 達司 第一三共（株）バイオ基盤研究所  
              （14:40～15:20） 
 
[5]「抗体医薬の構造安定性及び分散安定性の評価」 
      福田 正和 中外製薬（株）生産工学研究部  
              （15:20～16:00） 

休憩（16:00～16:10） 

 
[6]「CMCにおける抗体医薬の特性解析」 
      下山 敦子 アステラス製薬（株）物性研究所 
               （16:10～16:50） 
 
[7]「医療現場における抗体医薬の現状と課題」 
      花輪 剛久 東京理科大学薬学部  
              （16:50～17:30） 
 
懇親会（17:30～）：長井記念ホール ロビー（参加費2,000円）        
 

参加方法 E-mailに以下を記載し、件名を｢学術講演会参加｣としてお申し込み下さい． 

（1）氏名（2）住所（3）所属（4）E-mailアドレス（5）懇親会参加の有無 

申込・問合先：kantoshibu@pharm.or.jp 

 公益社団法人日本薬学会関東支部事務局  

 学術講演会企画委員長 川上 亘作 

プログラム 

会 場：日本薬学会長井記念館 長井記念ホール  

     東京都渋谷区渋谷2-12-15  Tel. 03-3406-3326 

日 時：平成26年12月13日（土） 

主 催：日本薬学会関東支部 参加費：無料 


